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Ⅱ

女性の健康と歴史

学 習 目標

1.女 性の健康に関する観念 とその実践は,歴 史的変化 を遂げてきた

　　生活文化の1つ であることを理解する.

2.女 性の健康のとらえ方は,環 境,人 間関係,生 活様式に関する理

　　想や期待などと深 く関連 していることを理解する.

3.女 性の健康を実現 しようとする活動は,教 育や福祉 など社会にお

　　ける各領域 と連動 してきたことを理解する.
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　 いま私たちは,女 性の 「健康」 と聞いて何を思い浮かべるだろうか.日 本の場合,平 均寿命が

長いことは世界的に知 られているが,少 子高齢社会 を迎えるなど社会 ・文化の変動の中で女性の

ライフサイクルを豊かに充実して過ごしたい と考えると,そ こにはいくつもの課題がみえてくる.

近年では治療の対象 として,「 摂食障害」「不妊」「肥満」なども浮上 している.高 齢社会におい

て各人が豊かな人生をまっとうするということも,ケ アのあり方や 「健康」 との関連で念頭にお

くことである.

　 しかし,現 代社会では治療対象となる状態が,い つの時代にも 「病気」 と認識されてきたとは

いえない.環 境や文化の変化によって新たに憂慮 される状況,す なわち新 しい病気像が描かれ,

医療技術の進展や人々の期待や理想などがあいまって達成される 「健康」がイメージされてきた

のではないか.し たがって女性の健康の歴史をたどることは,あ る時代や社会に特徴的な 「病気」

や 「健康」に関する問題やイメージを再考することである.

　本章では,女 性のライフサイクルの中でも,健 康や心身の問題 との関連で注 目されてきた出産

や生殖 にかかわる言説と実践の変化 を素材 として,「健康」「身体観」「人間関係観」 を考察 して

みたい.そ の際,助 産・出産の世界の変化 を画期的変動 として経験 した地域 として,18世 紀から

19世紀にかけてのアメリカ合衆国を主としてとりあげる.ア メリカでは,男 性の医師が助産を担

当するようになると,そ れまで助産を一手に引き受けていた産婆(助 産師)た ちの姿が、出産の

場か ら急速に消えていった(図ll　-1).こ の合衆国の医療の特徴 は第二次世界大戦後の日本にも

影響を与えた出産文化をめ ぐる1つ の傾向である*1.

　以下,1節 では出産の近代化以前の女性の健康 に関する言説と実践 をたどり,2節 では出産の

医学化過程 における変動を検討 し,3節 ではその変動期に女性の健康 をめぐり,い かなる問題が

提起されてきたのかを考えてい く.4節 ではさらに出産 と健康にかかわる現代の試みをとりあげ

る.こ れ らをとお して,女性の健康がいかに構想されてきたのかを社会的文化的背景に位置づけ,

さらに人間の 「全体性」 と 「健康」に関 しても考察 していこう.

医者の助産

産婆の助産

出産の場所一家

出産の場所一病院

麻酔

　 　 　 　 　 図 皿一1ア メリカ 合 衆 国 に お け る 出 産 の 歴 史 的 変 化

　 　 　 出典:Leavitt,　J.　W.(1986)Brought　 to　bed.,　p.12,0xford　 University　Press

(鈴木七 美(1997)出 産 の歴 史人類学:産 婆世界の解体 か ら自然出産運動へ,p.1α 新曜社 よ り転載)

*1　 日本にお ける出産文化 と戦後 アメ リカ合衆 国に よって行 われた指導 に よる葛藤 に関 して は,参 考文献3.大 林(1989)

　 参照.
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女性の健康のコスモロジー

　女性の身体や健康は,生 物学的に男性 とは異 なる部分が,子 どもを産むことにかかわつている

こともあ り,古 来,注 目され,検 討されてきた.そ の男性 とは異なる身体器官 とその現象 とは,

子宮と月経 そ して胎児 を育み,産 みだす ということである.こ の特異性ゆえに,女 性 に特有の

病も生 じ,ま たその特異な身体 に適合する健康への配慮 も必要だと考えられていた.も ちろん,

女性の健康への配慮が男性のそれとはまったく別の原理によって考えられていたというわけでは

ない.む しろ,身 体への配慮としての医学が一般的原理によって構築 され実践される際に,そ の

試金石 として女性の身体 をどう把握すればよいかという問題が,独 特な領域 として関心を集めた

ということであろう.い ずれにしても,女 性の健康を考えるということは,人間 という身体への

配慮の重要な一部 として,女 性の身体,人 間の生殖,そ してそれにまつわる身体的精神的健康 と

それへの配慮 を軸にしてきたことは事実である.

　 また,助 産師,看 護師,医 師,身 体改革者など健康にかかわる活動において も,多 くの女性た

ちの活動が知られている.と りわけ,多 くの地域で,出 産や女性の病気への治療に女性のみがか

かわるという習慣がみられたことから,助 産師の仕事が注 目されてきた.治 療の一部として,呪

術 占い,祈 りといった超 自然のパ ワーを招来しようとする宗教的な色合いを帯びたものや,動

物磁気療法(メ スメリズム)な ど環境や人間のもつ力を動員しようという方向性 をもつ ものがみ

られる.歴 史上,治 療に多 くかかわって きた女性たちは,と きには 「賢い女」 として,ま たとき

には 「魔女」として,特 別な力をもつ者 として頼 られ,恐 れられ,迫 害されることもあった.

① ヒポクラテスによる女性の健康論

　女性の健康に関 し,古 くかつまとまった言説 として,医 学の祖 とうたわれる前5世 紀ギ リシャ

の医者ヒポクラテス(Hippocrates)に よるとされる一連の文書がある.こ の文献をひもとくと,

そこには地域や環境 と心身の特徴,さ まざまな病 とそれらへの対処,医 者の資質などが展開され

ているが,女 性の健康に関しては特に多 くが語 られている.そ れらは生殖や出産にかかわる女性

の身体 と健康 を中心に,「婦人の自然性について」「生殖について」「婦人病第一巻」「婦人病第二

巻」「不妊症について」「処女の病について」 として詳述 されている.

①

ミクロコスモス(小 宇宙)と しての身体

　 ヒポクラテスにあっては,人 間の身体は土 ・水 ・気(大 気)・ 火の4元 素か らなるマクロコスモ

ス(大 宇宙)の アナロジー(類 比)で ミクロコスモス ととらえられてお り,宇 宙の構成要素間の

共鳴(sympathy)を 前提にバランスを保つ という点から健康が論 じられていた.食 養生 ・運動 ・

夢判断などを論 じた 「養生論」 においては,4元 素のうち特 に火 と水 を生命活動の動因として重

視 し,そ れらがもたらす温 ・湿 ・乾 ・冷の4性 質と人間の身体を構成する血液 ・黄胆汁 ・黒胆汁 ・

粘液の4体 液とが,自 然なバランスを保つ ことが重視 された.

　女性の身体 は,「婦人病第一巻」によれば,男 性のそれ よりも湿って温か く,そ れゆえに温 ・
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湿の性質をもつ血液が周期的に排出されることで身体のバランスが保たれる.そ れが月経であ り,

この自然 な過程が乱されること,お よび子宮の身体内での移動が,女 性に特有な痛みやヒステリ

ーの原因として論 じられることになる.女 性の身体や病と健康が生殖器官や妊娠 ・出産と深 く関

連づけられていたことをうかがい知ることがで きる.

②

雌雄二種説

　生殖のメカニズムは 「生殖について」で論 じられている.そ れによれば,雌 雄二種説,つ まり

女性か らも男性 と同様 に精液が子宮に射出され受胎がなされる.性 愛が肯定的に語られ,性 交が

女性の健康 に効果的であることが至 るところで言及されることに特徴がある.

　 ヒポクラテスの雌雄二種説は,2世 紀ローマの医者ガレノス(Galenus)を 経て,ア ラビアや中

世 ヨーロッパ に展開 をみる.13世 紀以降に普及 した擬 アルベル トゥス ・マグヌス(Magnus,

Albertus)「 女性の秘密」において も,受 胎を,「女性は性交において男が射精するとき自分 も種

子 を排出し,こ の2つ が女性の子宮で結合 し,混 じり合 う」 と説明 している.月 経血 も少なくと

も13世紀までは穢れ*2と みなされることはな く,出 産後月経が止まっている間は月経血が乳白色

の乳 となつて子 どもを育てると考えられた.ま た,18世 紀の ドイッでも子宮は体内を活発に動 き

回ると信 じられてお り,健 康はその動 きと深 く連動 していると考えられていた.そ こでは,女 性

たち自身が身体の調子 と子宮の動 きに関し感 じるところを医者に語 り,医 者はその情報をもとに

薬物 を処方 していたとされている1).外 界 と響 き合い躍動する身体の声を聴き表現することは,

バランスと健康 を保つための第1歩 だったのである.

②

①

擬ア リス トテ レスのマスター ピース

母となる女性の健康術

　 ヒポクラテスのコスモロジカルな議論の影響は,古 代ローマの産科医ソラヌス(Soranus)な

どを経て,初 版が17世 紀ロンドンでだされその後19世 紀半ばまで欧米で出版 され続けた,英 語で

書かれた初めての一般向け産婆術書 「擬 アリス トテレスのマス ターピース(Aristotle's　Master-

Piece)」(以 下,「マスターピース」と略記)に までみることがで きる。「マスターピース」は生殖,

妊娠 出産,乳 児の世話,治 療 と養生術などを満載 した書物である.

　生殖 と妊娠にかかわる部分には,母 となる女性の健康術が子 どもとの関連で説かれていた.第

1に,母 はとる食物に気 をつけなければならない.食 物の中には,子 どもの成長や性格形成 に影

響するものがあったからである.身 体を共有するという母子一気的な観念に基づき,産 婦の養生

術に関する指南が女たちに示されていた.第2に,妊 婦の心は穏やかに保たれることがのぞまし

かった.驚 き,恐 怖,渇 望 は,子 どもの姿に何 らかの刻印を残すことになると考えられていたか
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 あざ
らである.火 事 をみて妊婦がおののき恐れれば,痣 のある子 どもが生 まれるとされた.こ うした

言い伝 えは日本でも各地で報告されている.さ らに,得 られるはずのないものを強 く求めること

は,子 どもの身体 に障害を引き起こすことがあるとされ,手 に入 りにくい遠い異国の食べ物など

の話を妊婦に聞かせることのないよう,周 りの者にも注意が促されていたのである.こ のように,
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妊婦 と身体を通じてつながっていると考えられた子どもへの配慮か ら,女 性の心身の健康 につい

て注意が喚起 され,食 物や心に関連する数々のタブー(禁 忌)*3が 編み出されることになつた.

②

「自然の力」 による出産

　「マスターピース」第2編 「熟練 した産婆」には身体の 「自然」の力を発揮 させるための基本

的態度が記されていた.第1に 出産は病気ではなく 「自然」の過程であ り,助 産は女性の身体の

「自然」の力を信 じ,こ れ を援助することに尽 きる とされていた.産 婆は出産の 「本当のとき」

すなわち 「子 どもが生まれる準備ができたとき,自然が子 どもを前に押 し出そうとするとき」 を,

産婦の 「本物の痛み」か ら見分けて助産 しなければならない.「痛み」は 「自然の力」を構成す

る重要な要素ととらえられていた.第2に 助産は,「女性の手,鷹 の目,そ して獅子の心」 をも

つ者にふさわしい仕事と明記 されてお り,経 験に基づ く技術,観 察力,決 断力の重要性が説かれ

ていた.第3に,「 出産の椅子」などを用い上体 を起こした姿勢で行われた出産において,産 婦

は 「立ち会っている女たち(good　 women)」 に身体を支えて もらうようア ドバイスされてお り,

女性たちの協力が不可欠 とされていた(図Ⅱ-2).だ が何よ りも,産 婦自身が 「自然」の力で産

み落 とすことが前提であった.「本物の痛み」に象徴 される 「自然」の力 を養うために,「 マスタ

ーピース」には食養生を中心 とした養生術が展 開されていた.

ル エ フ 『人 間 の 妊 娠 と 出産』(1580)に 描 か れ た,出 産 の椅 子 を用 い る出 産 の様 子.

　 　 背 後 で は 占星 術 師 が子 ども の運 命 を占 うため,星 を観 察 してい る.

　 　 　 　 　 　 図Ⅱ 一2　 女 た ち が 協 力 す る 出 産 の 様 子

　 出典:Speert,　 H.(1973)Iconographia　 Gyniatrica,　F.　A.　Davis　 Company,　 p.89.

　 　 　 　 (鈴木 七 美(1997)出 産 の歴 史 人類 学,p.77,新 曜社 よ り転 載)

*2　 タブーない し不浄観は両義的性格,す なわち一方で豊饒性 ・聖性 ・能力,他 方で不浄 ・臓れ ・危険などを意味することが多い.M.

　 　 ダグラス(Douglas,　M)は,社 会的経験 を秩序づける際に用いられる境界領域 は危険かつ不浄なものとみなされると述べてお り2>,

　 　 不浄観は,男 女関係をはじめとする社会内の境界線,ラ イフサイクルの各段階の境界などと密接にかかわる.

*3妊 娠 ・誕生にはさまざまなタブーが課せ られる傾向がある.以 前の状態から新 しい状態への過渡期は,死 と再生を象徴する時空間 と

　 　して,非 日常的なタブーや儀礼に包まれてきた.



22　 11　女性 の健康と歴史

③

①

アメリ力植民地時代の出産文化

ウエルカム コンパニオンズ

　女性の心身のパワーと出産をめ ぐる女性たちの協力を記 した 「マスターピース」が出版されて

いたアメリカ植民地時代(1493-1776)の 出産は,「社会的出産(social　childbirth)」 と表現され

てお り,「ウエルカムコンパニオンズ」とよばれる女性 たちによって構成 される世界であつた.

出産が近づ くと家の男たちは産婆を呼びにい き,近 隣の女性 を呼び集めるため馬 を走 らせた.出

産前後の時期を彼女たちはともに過ごし,食事 をつ くった り家事の手伝いをした りして過 ごした.

病 とは異なる自然の過程 としての出産を援助 し,産 婦 を元気づけるためスープやハーブティーな

どの食事が用意された.

　助産において中心的役割 を担っていた産婆は専門職者ではな く,経 験 を積んだ者がその仕事 を

担当していた.ア メリカでは牧師が治療 を,そ して妻が助産 を担当することもみ られた.北 東部

ニューイングランド地方のメーン州の町で産婆 として活躍 したバラー ド夫人は9人の子 どもを育

て,そ の経験をもって43歳 から助産に携わった.

②

通過儀礼としての出産

　無事に出産が済む と,産 婦主催で 「グローニングパーティー」が開かれる習慣があった.「 グ

ローニ ング(groaning)」 はテーブルの上いつばいにうなるほどの料理が供 されているという意

味で,誕 生を祝 う女たちの宴である.出 産と子育ての経験が女性のライフサイクルにおいて大 き

な比重を占め,産 婦の出産時死亡率 も高かった時代に,そ の節 目を無事 くぐり抜けたことをとも

に祝 う女性文化の1つ であつた.こ うした女性たちの宴は欧米 をはじめ世界各地の習俗の中に広

く報告されてお り＊4,新生児をこの世に定着 させることを念 じてその身体 を産婆が大地につけて

みせるという文化 もみいだせ る.

　産婦の心身のパ ワーが重視 された出産の場は,人 間紐帯 と自然環境の中に子 どもと産婦の生命

を安定させ,同 時に,共 同体に新しいメンバーを迎えることによる人問関係の変動を確認する社

会的行事に彩 られ,ま さにコミュニティにおける通過儀礼*5を 構成 していた.植 民地時代の女性

たちにとってその場 は,健 康や身体について語 り合い,安 否や日常生活のさまざまな情報を交換

する場でもあり,女 性文化を構成する重要な場であった.

*4　 シュレスウィック地方では,19世 紀 まで,子 どもが生まれた知 らせがあると,村 中の女たちが新 しい母親の家へ踊 りながらでかけ,

　 その後村中を回つて大騒ぎするという無礼講が許されていた3).

*5通 過儀礼は,ラ イフサイクルの節目におけるさまざまな人生儀礼をはじめ,社 会的な境界を通過するときにみられる.フ ァン・ヘネ

　 ップ(Van　 Gennep,　Amold)は,こ の儀礼において,日 常生活からの分離,過 渡,そ して統合 という3つ の側面を指摘 している4).
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出産文化の変容と女性の健康

①

①

19世 紀 に始まる出産の医学化

ナチュラルか らノーマルへ

　18世紀末以降,ア メリカ合衆国では,ヨ ーロッパに学び帰国した医者たちが大学 を設立 した.

とりわけ女性の健康を脅か しているとみられた出産に関 しては,「新 しい産科学」による改善が

うたわれた.そ の背景 として,19世 紀 には医師のカルテの中で患者の状態を示す語が 「自然な

(natural)」 から 「正常(normal)」 に変容 したという状況5)を あげることができよう.出 産にお

いても,予 測の難 しい状況を制御 して大差のない安定 した過程 として実現 しようという構想がな

された.

②

器具と麻酔の導入
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かんし

　助産の変化にともない使用されるようになった器具は鉗子である.こ れは男性産科医の助産 を

特徴づけるシンボルともいえよう.鉗 子が適用 しやすいように助産姿勢 も仰臥位産が主流 となっ

た.第2に 持ち込まれたのは痛みを緩和するアヘンである.こ れを用いると,女 性は自分の力で

産むのではな く鉗子に頼 らざるを得ない.さ らに19世 紀半ばから使用されるようになったエーテ

ル麻酔は,そ の適用を容易 にするため,従 来産婦の家で行われていた出産の施設への移動を促 し

た.と はいえ,短 期間の講義に出席 しただけで出産の場に赴いていた当時の男性産科医は,経 験

豊かな産婆 より助産の技術が高いとは限らなかった.鉗 子の使用は消毒 という観念が確立 してい

ない時代に死 に至る感染 をもたらしていた.19世 紀の半ばまで,出 産の安全性や男性産科医の助

産に関し激 しい論争が くり広げられた.

②

①

産婆の排斥

産婆とまじない

　産科医の助産という新 しい文化に対する多方面からの議論が沸騰する中で,医 者たちも産婆の

問題点に関し主張する必要性に迫 られた.そ の際の第1の 論点は,産 婆は知識がなく,ま じない

を唱えるなど迷信深いという非難である.素 人の助産によって女性たちは身体を傷つけられ健康

を害されてきたというのである.ま た,産 婆は,特 別な力 をもつ 「魔女」として,迫 害されるこ

ともあつた*6(図II-3).教 育 とい う点では,専 門職化の道であった大学 などほ とん どの教育機

*6　 ヨーロッパ中世以降の魔女狩 りにおいて断罪された者の中には,産 婆や治療を行う者たちが含まれていたとされ,研 究史上,キ リス

　 ト教や医療制度における産婆の問題性などが考察されて きた6).助 産や治療,そ して死者の扱いに携わつてきた女性の空間的 ・社会

　 的境界性に関しては,20世 紀フランスの一地域の調査においても検討されている7).
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 はかり
　 　 　 　 　 　 　 魔女であるかどうかを見極めるために使用 された小麦取引所 の秤.

魔女は空 を飛ぶと考 えられていたので,一 定体重以上であれば,「魔女 ではない証明書」が発行 された.

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図Ⅱ-3　 魔 女 の 秤

　 　 　 　 　 　 　 　 　 (アウデワーテル(オ ラ ンダ),2001年9月,筆 者撮影)

関は女性 に門戸を閉 ざしていたため,女 性たちは教育へのアクセスがなかった*7.実 際は植民

地時代のアメリカで,迷 信 を問題視 した聖職者 コットン ・マザー(Mather,　 Cotton　1663-1728)

も身体の危機に際 していくつかのまじないを紹介 していたが,適 切な助産者に関する論点は,教

育機関で習得する専門的知識の有無であった.

②

女性の身体的適性に関する議論

　第2の 論点は,医 学や生物学の進展によって男女の身体的適性 も解明し得 るとされ,そ れによ

ると女性 は外科的処置を含む医療など,激 しい心身の緊張を迫られる仕事 に向かないというもの

である.医 療や助産に携わろうとする女性 は自らの生殖器官を損なうことになると警告がなされ

た,18世 紀か ら19世紀にかけて,医 療や教育に深い関心をよせる人々の注 目を集めた脳の科学を

標榜 した骨相学の知見では,女 性は 「幼 きものへの愛」の器官が男性 より大きいとされ,子 育て

によ り適合 していると主張 された8).同 時代 には,女 性は性的欲望や情熱をもたない 「パ ッショ

ンレスネス」であるという説 も唱えられ9),家 庭を守 り子 どもの養育に専念することが最 も適 し

ているという意見が補強された.

③

都市化と女性の身体の弱体化

　第3は,出 産は自然の過程だとしても,都 市化がいち じるしいこの時代の女性の身体は弱って

お り,出 産 を自然の力でまっとうするには十分な体力 を備 えていない という意見である.こ の時

期には実際 弱々しさが美 しさの一要素 として賛美 される傾向もみられ,上 中流階層の女性たち

*7　 イギリスでは,さ まざまな議論ののち女性が大学に入 り医者 となる道が開かれる法律が制定されたのは1876年である.ア メリカ合衆

　 国では,医 学校が女性 にも門戸を開いたのは19世紀末で,1894年 には18の医学校で女子学生がおよそ10%を 占めるに至つた.
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はコルセッ トをきつ く締め,と きに気を失 うことも観察 されていた.こ のように弱体化 した女性

の出産の痛みと苦 しみは病気の症状 を呈 してお り,「出産は病気」 として医療の範疇で解決する

ことが妥当ととらえられたのである.

　 こうした状況で,助 産者の変化 は急速にほぼ完全に進行 した.ア メリカの産婆たちは,イ ギ リ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ネ　
スなどと比較 して格別の異議を唱えず助産の場から消えていった　.変 化の過程の初期には助産

の場であった産婦の部屋に医者 と女性たちはともにいたが,徐 々にそこは医者の居場所 となった.

こうした変化の推進力として,第1に,出 産に専門職者 としての医者を迎えるのが上中流階層の

家庭におけるステータスシンボルと認識 されたことがあげ られる.第2に,都 市化 ・産業化 によ

って,か つてのように共同体の女性が援助 し合う習慣が19世 紀半ばには形骸化 していたことが指

摘できる.出 産の医学化の背景 には,女 性 をめ ぐる社会的紐帯の変動と身体観 ・健康観の変容が

からみ合つていたのである.宇 宙と響 き合い躍動する身体の自然の力を支援する女性たちの協働

によって危機の時でもあるライフサイクルの節 目をともに渡っていこうという姿勢は,も はや主

流ではな くなったのである.

健康な身体を求めて

　一方で,出 産文化の変容を問題視 しオルタナティブを提示する人々もあらわれた.そ れは,ア

メリカ医学史におけるポピュラーヘルスムーブメントの中心的担い手であった非正統医療者たち

である.出 産の医学化に関する議論は,身 体の 「自然」の力や子 どもの誕生 をめ ぐる人間関係 を

問い直す ものでもあった.こ こでは,出 産と女性の健康に関し特に活発に発言 した対 照 的 な2

つの運動を比較 しつつ とりあげてみよう.

① 植物治療運動一産婆の時代再興の試み

　 19世 紀 前 半 期 に 出 産 を め ぐ る専 門職 化 に 関 し最 も激 し く批 判 した の は,植 物 治 療 運 動(ト ム ソ

ニ ア ニ ズ ム)の リー ダ ー,サ ミュ エ ル ・トム ソ ン(Thomson,　 Samuel　 1769-1843)で あ る.ト

ム ソ ン は ニ ュ ー ハ ン プ シ ャー 州 の 農 夫 で あ っ たが,妻 の 出産 を扱 っ た 医 師 の 助 産 に疑 問 を抱 い た

こ と を き っ か け に,ハ ー ブ(薬 草)と 食 養 生 を詳 述 し た 「新 しい 健 康 へ の ガ イ ドあ る い は家 庭 薬

草 医 」(初 版1822年)を 出 版 し,治 療 者 と して 各 地 を巡 回 した.

①

「自然の友人」 と しての八一ブ

　 トムソンが問題としたのは,身 体の自然の力が信頼されず,病 気治療 と同様に潟血や水銀製剤

の下剤 さらに鉗子やアヘンが適用されたことである.潟 血や下剤は,痛 みや熱など身体の興奮

状態を鎮めるため使われてきたが,コ レラなどに有効な対処法をみいだせ なかった19世 紀アメリ

*8そ の理由として,助 産にかかわつていた女性の多 くが,移 民後コミュニティの中で職業 としてではな く,ボ ランタリーに助産を扱 う

　 ことが多かつたことなどがあげられている.
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カではより激 しく用いられ,患 者を死に至 らしめることも頻繁であった.ト ムソンは,医 療の専

門職化に不満 を抱 き,健 康を保つのは個々人のつとめであるとしてアメリカの伝統である 「セル

フヘルプ(self-help)」 を訴えた.そ れは彼が 「自然の友人」 とよんだ大地に自生するハーブや

元気をつける飲食物をとることによって,身 体に 「火」をともし熱 ・冷のバランスを保つことで

あった.そ れらハーブはアメリカ先住民によつて伝 えられ,鳥 のスープや香辛料を加 え甘 くした

ワイ ンは開拓時代のアメリカの人々の身体を温めてきたものであつた.ト ムソンは,か つての経

験 と治療 にかかわる民間知識 を蓄え 「待 ちの姿勢」で助産を行った産婆の時代 の 「社会的出産」

の再興を訴 えたのである.

②

「セルフヘルプ」と家庭内出産

　だが,拡 大 しつつあった都市部ではその再現が難 しかったので,1835年 のマニュアルでは 「夫

と妻による家庭 内出産」を提案 し,助 産の心得 を詳細に夫たちに伝えることになった.植 物治療

運動は,ア メリカ全体の5分 の3も の人々に適用 されたというほど人気 を博 し,フ ロンティアに

散らばる人々に牧師や巡回治療者によって伝えられたが,19世 紀半ばにはより精緻 な理論を医学

校で伝えるタイプの新 しい代替医療運動に席を譲っていつた.

② 水治療運動一完全な健康体めざして

　やはり当時の医師の助産を激 しく批判 していた代替医療運動 として19世 紀半ばに人気を博 した

のは,水 治療運動(ハ イ ドロパシー)で ある.ハ イドロパ シーのリーダーたちは医療教育を受け

た専門職者であ り,同 時期の正統医療 に疑問を抱き,よ り適切な医療の模索を続け,水 治療 を中

心 とした養生法を提示 し,各 地に医学校や水治療所を開設 した*9.

①

「第二の自然」と養生法

　ハイ ドロバ シス トたちは,医 者の介入のみならず,都 市化 ・産業化のもとで女性たちの生活は

変化 し身体が弱体化 していると観察していた.植 民地時代の女性の多 くが農業など生産活動に携

わっていたが,19世 紀半ばの都市の女性たちは主婦 として家の中にとどまるか工場で働 くことが

多 くなっていた.女 性 の健康 と教育 に関心 を抱いた ビーチ ャー(Beecher,　 Catharine　 1800-

1878)が 全米200も の場所で調査 し,多 くの都市で 「不健康」 と感 じる女性の割合が増加 してい

ると報告 した10)こ とも注 目を集めていた.ハ イ ドロバ シス トは,新 しい環境 のもとで生き抜 く

ため,衰 弱 した身体の自然の力に代 えて 「第二の自然」を各人が構築 し,「完全」な健康を手に

するよう促 した.そ の具体的方法は,水 の内外の適用,食 養生,戸 外の運動な どを規則的に行い,

医者にかかる必要のない剛健な身体 をつ くることであった.

*9現 在 も,水 治療 は現代 医 療 を補完 す る代替 医療 の1つ と して 認識 され てお り,例 えば 「小 児科 学 にお ける水 治療 」(Campion,　 M.　R.

　 (1986)Hydrotherapy　 in　Pediatrics,　An　 Aspen　 Publication)な ど も出版 され てい る.
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　 　 　 　 健 康 によ い と され た ア メ リカ 女性 と子 ども の ため の 活動 的 な服(B～E)と

　 　 　 　 　 　 上 流 階層 や パ リの女 性 た ちの コル セ ッ トで締 めつ けた ド レス(A)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図ll-4　 服 装 改 革

出典:Gove　 Nichols,　M.　S.(1851)Alecture　 on　woman's　 dresses,　The　Water-Cure　 Journal, 12(2),　 p.　36

　 　 　 　 　 　 　 　 　 (鈴木 七美(1997)出 産 の歴 史人 類学,p.　 165,新 曜社)

②

権利としての健康

　この運動に同調 し,「第二の自然」を求める女性たちの主張は一様ではなかつた.第1は,「 女

性の権利」としての健康の構想である.水 治療雑誌に掲載された 「女性が第一の偉大な権利,す

なわち健康への権利を学びこれを要求 しなければ,女 性の領域が大 きく上昇することはあり得な

い」11)という言葉は,同 時代の女性参政権運動の闘士たちや服装改革の推進者たちに共感をもつ

て迎えられた.

③

母の帝国と 「科学」

　第2は,家 庭における母 と妻 としての責任 を果たす ことをとお して,南 北戦争前後の変動する

国家や社会に貢献 しようという主張である.核 家族化が進行する19世 紀半ばの時期は 「母の帝
　 　　

国」　 ともよばれ,母 としての女性の役割が強調 された.ヨ ーロッパの上中流階層の女性 とは異

なり,ア メリカの女性には健康を増進する服装が適 している,と する服装改革者たちも母 と子の

ための活動的な服をデザインした(図Ⅱ 　-4).

　ハイ ドロパシーにおいては,完 全 な健康体 を獲得することは女性の権利であるのみならず,義

務 としても提示されたのである.そ れは具体的には,家 庭 を中心 とする生活全体の改良を意味 し

ていた.家 政学の成立を目指 したビーチャーや教育に深い関心を示 した医者ウィリアム ・オルコ

ッ ト(Alcott,　William　1798-1859)な どは,水 治療 を学び生活改革 をめざそうとした人々に精力

的にマニュアルを供給した.そ こで重要だつたのは,植 物治療運動のようにかつての出産文化を

再現することではな く,同 時代の先端的な 「科学」や 「医学」知識 を備えることによつて,各 人

*10「 母の帝 国」 は,「 女 性の領 域(woman's　 sphere)」 とい う言葉 で包括 され た家庭 内の活 動に おいて女 性が 重要 な役 割 を果 たす ことを意

味 して いた.そ の根拠 として,し ば しば生物学 的な 説明が な され た12)'13).
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が健康の専門職者 となることであった.「 健康」はさまざまな方向性 をもつ女性 たちを結びつけ

るキーワー ドとなっていった.

④ 健康と境界性

　 19世紀半ば以降 　アメリカ医学会 も設立され医療専門職化は確立していく.医 療と健康のあ り

方を問い直す大規模 な代替医療運動は正統医療にも影響を与え,身 体の 「自然」の力などに関し

議論が続けられた.ポ ピュラーヘルスムーブメン トにおいて関心 を集めた 「健康」は,19世 紀の

医師たちが用いるようになつた 「正常(normal)」 とい う語 とも響 き合い,達 成されなければな

らない目標 としての色合いを帯びていく.そ れは,近 代以降の人間像 として提示 されている,「健

康人」あるいは 「衛生人」 とも訳される 「ホモヒュギエニクス」の一様相 ともいえよう14).「ヒ

ュギエイア(健 康あるいは衛生)」 を1つ の価値 として不断に強迫的に追い求める人々は,「清潔

文化」の担い手でもあった15).そ れは,生 活文化の多様性 を許容 しない態度 と結びつ くこともあ

つた.19世 紀半ばには,家 族の健康のため母の手料理が推奨 されたが,健 康への志向を共有 して

いるとは限 らないという理由で新移民や階層 ・宗教が異なるとされた料理人や乳母を排除する言

説 もみられた16).共 通 目標 としての 「健康」はときに人々の問に境界を浮かび上が らせ,差 別や

排除という傾向をもたらすこともあるといえよう.

4

①

自分らしさの選択と健康

20世 紀の自然出産運動

　19世紀後半には,助 産者の産婆か ら医者への交代,産 婦の家から病院へ という施設の変化がほ

ぼ進行 した.だ が,20世 紀には,再 び出産を自らの手に取 り戻そうという声が上がった.そ れは

「痛み」の意味や対処法,誕 生をめ ぐる人間関係 を再考するものでもあった,

①

痛みへの対処法

　 1930年 代には,イ ギリスの産婦人科医ディック=リ ー ド(Dick・Lead,　Grantly)に よって書か

れた 「出産はこわ くない」がアメリカで人気を博 した.デ ィック=リ ー ドは,母 親 となることは

女性の真の 自己実現であると述べ,出 産を恐れていると痛みを強 く感 じるので,よ りよい体験 と

しての出産を実現するため筋力を増加 し呼吸法を学ぶことをすすめた.1950年 代から1960年 代に

かけてアメリカでは 「母親であること(motherhood)」 が しばしば話題 とな り,大 学を卒業 した

女性たちが仕事 を離れて家庭 に入 り,一 時出生率は急上昇 した.

　 1959年 には,パ リでラマーズ法によって出産 したアメリカの女性が書いた 「ありがとう　 ラマ

ーズ先生」が版 を重ね,速 く浅い呼吸によつて痛みを減 じるというフランスの医師フエルデ ィナ
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ン ド ・ラ マ ー ズ(Lamaze,　 Ferdinand　 1890-1957)の 方 法 が 注 目を 集 め た.ラ マ ー ズ 法 は さ ら に,

子 ど も の誕 生 を家 族 と と も に迎 え た い と い う願 い に も こ た え る も の と して 発 展 した.女 性 が 一 生

に産 む子 ど もの 数 が 減 少 し,ラ イ フ サ イ ク ル に お い て 特 別 の 経 験 とな りつ つ あ っ た 出 産 の あ り方

は,自 分 ら しい 生 活 構 想 の 重 要 な 一 要 素 と して,自 らデ ザ イ ン して い く もの と して 注 目 さ れ た.

②

人間の全体性への問い

　 こうした動 きは,20世 紀後半以降の心身をめぐる近代化に関する問い直しの傾向とも関連 して

いよう.「脱病院化社会」の中でイヴァン ・イリイチ(Illich,　Ivan　1926-2002)が 警鐘を鳴 らし

たように,専 門職化の果てに隠蔽されて しまう生や死の体験への不安が吐露され,科 学技術の発

展のみでは解決され得ない領域にどう対処するのかに目が向けられた.完 全 な健康体 に象徴 され

るような,た だ1つ の価値のみを追い求めるだけでは人間の全体性を包括できないという予感の

中で,ど のようなライフサイクルを構想するのかが検討されてきたのである.

②

①

生活様式としての健康

身体の力を蓄える暮らし

　出産に関連 して身体の自然の力を考えるという傾向はアメリカのみならず各地で観察されてき

た.例 えばスイス北東部アッペンツェルでは,病 院出産において会陰切開などの介入が頻繁にな

されることに反発 した助産師が自宅で助産所を開き,妊 婦は助産師 とともに野菜を育て働 きなが

ら身体の調子を整え出産 してきた.こ の助産師は,労 働 し自分の手でつ くつたものを料理 し食べ

ることを丹念に行 うことをとお して,ラ イフサイクルにおける不調に対処 し健康を享受すること

を主張して きた(図Ⅱ-5,図Ⅱ-6).彼 女のキャロットジュースやオー トムギとポテ トのスープな

どは,野 菜そのもののほのかな塩味や甘さを思い出させてくれる.ス イスの中で も伝統を守 り続

ける山間の小 さな町の助産師の実践はメディアをとお して広 く知 られ,各 地から山の日常生活の

図Ⅱ 一5 ス イ ス の 助 産 師 オ ッ テ ィ リ ア ・グ ル ー ベ ン マ ン と 自宅 の 野 菜 畑

　 　 (アッペ ンツェル(ス イス),1997年9月,筆 者撮影)
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図Ⅱ 一6 グル ーベ ンマ ンの 自宅 で行 われ る出産 を援助 するための道 具一式

　　　(アッペンツェル(ス イス),1997年9月,筆 者撮影)

中で体力 を充実させ ることを願って女性たちが訪れている.

　とはいえ,こ の助産師だけが特別な考えをもっているわけではない.現 代医療 を行うスイス北

部のザ ンク トガレン州立病院でも,自 然に進行 している出産は助産師たちの手に委ね られる.そ

うした出産を経験 してきたスイス北東部の女性たちへのインタビューでは,健 康で充足 した生活

を考える上で,仕 事や家事,家 族との時間,そ して自然 と触れ合 う機会をどのように調整 してい

くかが最 も関心のある事柄 としてしばしば語 られた.こ の地は,2000年 の住民投票で 「女性の体

外における生殖は認容できない」および 「人為的な生殖のための第三者の生殖細胞を用いること

は認容できない」 という新生殖医療に関す る発案についての賛否が問われたことでも知 られてい

る.この厳格な発案は僅差で否定されたが,住 民の 「自然」や 「神」などに関する信念に配慮 して,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 17)
ザ ンク トガレン州立病院でも夫の配偶子 を用いる場合のみに限定 して生殖医療を行つてきた

ここでは,高 度の医療技術をどこまで適用するのかも,ラ イフスタイルの問題 として一般の人々

の関心を集めているようだ。

②

現代医療と伝統的方法の融合

　現代医療 と伝統的方法の融合の試みは,現 代医療機関の外部のみにみ られるわけではない.生

殖補助技術 を誇るザンク トガレン州立病院でも,こ と出産に関しては,古 くからの習俗や技術を

応用 している.水 浴出産をのぞむ産婦にはゆったりした水色のプールが用意 され,そ の中心 には

やはり水色の綱が垂れ下が り,歴 史上世界各地でみられた綱につかまって出産することが可能 と

なつている.

　安楽死 とい うかたちで生命の終わりに関する選択が可能 となるな ど,医 療やライフサイクルに

かかわる試みが活発 に行われてきたオランダでも,生 命の誕生の瞬間に関しては助産所における

出産が主流である.助 産師たちが集 う助産所では,ヨ ーロッパ中世さなが らの 「出産の椅子」を

使つた出産が行われている(図ll-7).た くさんの子 どもたちの写真が貼 られた待合室では,そ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 *Il
の成長をも時間をかけて見守 り続ける助産師たちのコメン トを聞 くことができる

*112001年9月,オ ランダ,ハ ーレムの助産所における聞き取 り調査 に基づ く.「問題のない出産の場合」,助産師は,か かりつけ医の役

　 　 割をはた し,助 産師や助産所の活用 は,医 療費をおさえることにおいても重視されている.
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図Ⅱ 一7　 オ ラ ン ダ の 助 産 師 が 使 用 して い る 出 産 の 椅 子

　 　 　 (ハー レ・ム(オ ランダ),2001年9月,筆 者撮影)

　 こうした例にみ られるように,1970年 代以降世界各地で,現 代医学の知識お よび全体 としての

人間のあ り方を調整 し連動させる試みがさかんである.身 体の自然の力を感 じつつ,ラ イフサイ

クルをわたっていくにあたって,環 境 との関係,人 間関係の紐帯,心 身のバランスなどをともに

考察することが,い つの日も変わらない課題であろう.

　 出産のあ り方への問いかけをたどることによって,女 性の身体や健康へのまなざしが,社 会の

構成や諸問題 と深 く関連 しまた歴史的変容 を経てきたことが浮かび上がった.変 動 の波の中で,

女性たち とその健康にかかわる人々は同時代の 自然観 科学や進歩 に関する観念,人間 関係観

そ して理想 とする生活様式などの影響を受けつつ,ゆ れ動 きつつ歩んできた.

　治療や養生にかかわってきた女性の活動は,治 療(キ ュア)す るだけでは充足できない,ウ ェ

ルビーイングや健康 を考える上で重要な観点である,「看護すること(ナ ーシング)」や 「ケアす

ること(care)」 の意味 と意義を検討す る材料 を豊かに与えている.女 性の身体や健康 に関し歴

史をたどることは,人 々が人間をどのように把握 してきたのかを問い直すことであ り,看 護やケ

ア活動に関し考察を深めることは,人間 が互いに配慮 しかかわ りつつ生きる可能性 に関 し検討す

る人間文化研究に拓かれているのである.

　 WHO(世 界保健機関)は その憲章で,「健康 とは,単 に病にかかつていないことのみな らず,

身体的,精 神的,社 会的によい状態にあること」 とし,「人種,宗 教,政 治的信念,経 済的 ・社

会的状況にかかわらず,そ れがすべての人々の基本的人権である」 と宣言 している.と はいえ病

と健康は,個 人の願いと権利,社 会の福利厚生が交錯する舞台で もある.

　医療技術の進展は,私 たちにかつてない可能性 を与えで くれる一方で,女 性の健康 に影響 を与

える問題 も引き起こしている.例 えば 腎移植 など臓器移植が行われる場合,人 種 ・民族,階 層,

性差などにまつわる政治的 ・社会的 ・経済的関係性があらわになっている.臓 器提供が報酬 をと

もなう形をとっている場合,夫 ではなく妻が臓器提供者となる場合 も世界各地で報告されている.

性 によつて異なる経験 と心身の負担の問題 も指摘できる.近 年,薬 の開発 によってHIV/AIDSの

発症を防 ぐことが可能 となってはきているが*12,次 世代 に与える影響への憂慮から妊娠 ・出産な

どに関しても継続的に指導が行われる場合 もある.発 症せず暮 らすことがで きても,健 康に関す

*12HIV/AIDSの 薬は,特 許との関係で安価に供給できるとは限らず,そ の薬を手に入れられる者のみに治療の可能性が開かれているの

　 　 が現状である.こ うした状況に対処するため,近 年,例 えばタイ王国では自国で薬を生産する試みがなされている.
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る問題へのかかわ り方やその負担 において性差がみられるのである.ま た医療技術の発展にとも

ない,新 たに治療可能な分野 として注 目されるようになつた 「不妊」とい う状況は,女 性たちに

希望を与える一方でさまざまな選択を迫っている.そ こには,生 命倫理,宗 教 家族関係,生 ま

れてくる子 どもの親を知る権利などに関する複雑な議論も絡み合つている.さ らに少子化にかか

わる問題提起や各国の対処は,国 家の人口調整の要 として社会的に認識される女性の身体を再び

浮かび上が らせている.女 性の身体や健康は自己実現の願いと社会的認識の葛藤が展開する地平

でもある.

　先端的技術 を誇る現代社会 においてもなお 「健康」に関しては不安定な運命にさらされ続け,

ライフサイクルの途上では弱 き者 として生 きることも避けがたい人々の全体 としての生き方を考

察するにあたって,多 様 な問題群 を包括する女性の健康の歴史に関し問い続けることは不可欠の

課題である.
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学習課題

1.日 本および世界各地における妊娠 ・出産にかかわる習俗や習慣の歴史に関 し情報を収集

してみよう。

2.妊 産婦や援助者の活動 出産の場所 などにかかわる議論や実践の情報を広 く収集 し,そ

の特徴 を整理 し,現代 日本社会においてどのようなヴァリエーシ ョンの可能性があるか,

考察 しよう.

3.子 どもの誕生をめぐる新 しい医療技術に関す る議論や実践の情報を広 く収集 し,家 族の

ありかたや,誕 生する子どもや周囲の人々のステイタスなどの人間関係,生 命倫理に関

し,論 点を整理 してみよう.


